
な
お
、
明
治
十
二
年
十
二
月
に
福
岡
県
に
勤
務
し
衛
生
科
兼
学
校

掛
と
な
り
、
十
九
年
九
月
に
衛
生
課
長
と
な
っ
た
。
二
十
四
年
二
月

に
は
福
岡
県
典
獄
に
移
っ
た
。

明
治
三
十
四
年
一
月
十
七
日
、
東
京
市
で
五
十
四
歳
（
数
之
年
）

で
没
し
た
医
師
と
し
て
の
一
生
の
中
に
、
近
代
化
へ
の
努
力
と
、
そ

の
影
響
に
つ
い
て
改
め
て
評
価
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
群
馬
県
議
会
図
書
室
）

現
存
す
る
中
国
最
古
の
ま
と
ま
っ
た
医
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
素

問
』
『
霊
枢
』
（
通
称
『
黄
帝
内
経
』
）
は
、
中
国
伝
統
医
学
の
原
典
と

し
て
永
く
尊
ば
れ
て
き
た
。
複
雑
な
伝
来
の
過
程
を
経
た
両
害
の
現

行
本
に
は
誤
脱
や
錯
簡
・
補
入
が
少
な
か
ら
ず
存
し
、
今
後
の
研
究

に
お
い
て
厳
密
な
テ
ク
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
際
、
両
書
の
別
伝
の
テ
ク
ス
ト
と
言
う
べ
き
『
太
素
』
や

『
甲
乙
経
』
と
の
比
較
校
勘
は
不
可
欠
な
作
業
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

と
り
わ
け
中
国
本
土
で
は
早
く
に
散
快
し
て
我
が
国
に
の
桑
伝
わ

る
楊
上
善
注
『
太
素
』
（
平
安
末
、
丹
波
頼
基
の
手
写
本
、
仁
和
寺
所
蔵
）

は
、
宋
改
を
経
て
い
な
い
『
黄
帝
内
経
』
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
極
め

て
資
料
的
価
値
が
高
い
。
薫
延
平
本
な
ど
、
従
来
の
『
太
素
』
の
刊

本
は
仁
和
寺
本
の
写
本
あ
る
い
は
再
写
本
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

『
太
素
』
と
『
素
間
』
『
霊
枢
』
の

比
較
的
考
察

丸
山
敏
秋
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が
、
近
年
仁
和
寺
本
そ
の
も
の
が
影
印
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
『
素
問
』
『
霊
枢
』
と
の
充
分
な
比
較
校
勘
が
可
能
と
な
っ
た
。

今
回
は
そ
の
作
業
を
行
っ
た
結
果
知
り
得
た
事
柄
の
い
く
つ
か
を
報

告
す
る
。Ａ

・
構
成
面
よ
り
見
た
両
者
の
関
係

現
行
の
『
太
素
』
は
完
本
で
は
な
い
。
楊
上
善
の
序
文
と
巻
一
・

四
・
七
・
十
八
・
二
十
の
す
べ
て
、
及
び
巻
十
七
の
大
部
分
を
欠

き
、
他
に
も
若
干
の
欠
快
部
分
が
あ
る
。
特
に
序
文
が
失
わ
れ
て
い

る
た
め
、
本
書
は
果
た
し
て
楊
氏
の
編
纂
に
な
る
も
の
か
、
あ
る
い

は
楊
氏
は
注
の
み
を
撰
し
た
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
問
題
は

ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
も
、
『
太
素
』
が
『
甲
乙
経
』
と
傾
向
を
同

じ
く
し
て
『
素
問
』
『
霊
枢
』
の
本
文
を
類
別
編
纂
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
構
成
の
面
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
ｐ
し
か
し
『
太
素
』
の

方
が
古
代
の
原
型
に
近
く
、
素
・
霊
二
書
は
『
太
素
』
よ
り
生
じ
た

と
す
る
見
方
も
一
部
に
は
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

現
行
の
『
太
素
』
に
は
毎
巻
題
の
下
に
、
摂
生
・
陰
陽
・
人
合
・

蔵
府
・
経
脈
・
輸
穴
等
を
の
項
目
名
が
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
三
十
巻
よ
り
成
る
本
書
は
、
そ
れ
ら
テ
ー
マ
に
則
し
て
『
素
問
』

『
霊
枢
』
の
本
文
が
編
纂
さ
れ
た
医
書
に
他
な
ら
な
い
。
特
に
巻
三

十
の
病
論
は
実
に
五
十
四
篇
と
い
う
多
数
の
篇
か
ら
成
り
、
各
種
の

病
症
が
細
か
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
の
『
太
素
」

か
ら
素
・
霊
二
書
が
作
り
出
さ
れ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
ま

た
巻
十
の
督
脈
・
帯
脈
。
陰
陽
矯
脈
・
衝
脈
・
陰
陽
維
脈
の
各
篇
の

本
文
に
は
他
と
重
複
部
が
見
え
る
こ
と
も
、
本
書
が
素
・
霊
よ
り
後

出
で
あ
る
こ
と
の
一
証
と
言
い
得
る
。
現
行
の
素
・
霊
二
書
は
王
味

の
編
次
補
入
・
林
億
ら
の
宋
改
を
経
て
い
る
と
は
い
え
、
『
太
素
』

の
如
く
整
然
と
し
た
ま
と
ま
り
を
有
し
て
は
い
な
い
。

Ｂ
・
字
句
の
異
同
の
特
色

古
典
籍
が
伝
写
さ
れ
る
際
に
誤
写
が
生
ず
る
こ
と
は
己
む
を
得
な

い
。
ま
た
『
素
問
』
の
如
く
後
代
の
補
正
・
校
定
に
よ
っ
て
字
句
が

改
め
ら
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
墳
細
な
異
同
は
と
も
か
く
、
内

容
に
関
わ
る
大
き
な
異
同
に
対
し
て
は
注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ

こ
に
詳
細
な
事
例
は
示
し
得
な
い
が
、
林
億
ら
の
校
勘
が
残
さ
れ
て

い
る
『
素
問
』
と
『
太
素
』
の
字
句
の
異
同
に
見
ら
れ
る
特
色
は
お

よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

全
体
的
に
『
素
問
』
の
方
が
文
章
は
整
っ
て
お
り
明
ら
か
な
誤
字

も
少
な
い
。
そ
れ
は
本
書
が
幾
度
か
の
改
編
を
経
て
い
る
こ
と
か
ら
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さ
ら
に
今
回
厳
密
な
校
勘
を
行
っ
て
ゑ
て
、
内
容
を
大
き
く
左
右

す
る
よ
う
な
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
部
分
が
八
新
校

当
然
と
言
え
よ
う
。
『
太
素
』
の
文
体
は
概
し
て
簡
潔
・
素
朴
で
あ

り
、
素
間
に
は
新
校
正
が
し
ば
し
ば
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
王
沐

の
増
補
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
存
す
る
。

文
字
の
異
同
は
、
運
ｌ
連
、
衡
ｌ
衝
、
端
ｌ
猯
、
及
ｌ
乃
、
背
ｌ

脊
、
四
ｌ
血
、
寒
’
塞
と
い
っ
た
字
形
の
近
い
も
の
や
、
音
を
等
し

く
す
る
も
の
に
多
い
。
ま
た
経
穴
に
関
す
る
記
載
や
数
字
に
も
相
違

が
多
く
否
定
詞
の
有
無
に
よ
っ
て
意
味
が
全
く
異
な
る
場
合
も
少
な

く
な
い
。
そ
れ
ら
本
文
の
字
句
の
異
同
は
、
楊
・
王
両
注
の
相
違
を

生
む
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
検
討
を
必
要
と
す
る
重
要
な
字
句
の

異
同
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
詳
し
く
報
告
し
た
い
。

そ
の
他
、
問
答
形
式
の
相
違
も
目
に
つ
く
。
両
書
の
多
く
は
黄
帝

と
岐
伯
等
と
の
問
答
よ
り
成
る
が
、
該
当
箇
所
の
そ
れ
は
必
ず
し
も

一
致
し
て
い
な
い
。
近
年
山
田
慶
児
氏
は
こ
の
問
答
形
式
に
着
目
し

て
『
黄
帝
内
経
』
の
学
派
形
成
説
を
唱
え
た
。
だ
が
、
『
太
素
』
と

「
素
問
』
『
霊
枢
』
さ
ら
に
は
『
甲
乙
経
』
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
問
答
形
式
の
相
違
を
ど
う
見
る
か
に
つ
い
て
、
今
後

再
検
討
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

正
Ｖ
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
八
新
校
正
Ｖ

に
は
『
太
素
』
と
の
校
勘
が
一
四
○
箇
所
示
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の

『
太
素
』
と
仁
和
寺
本
と
の
間
に
は
若
干
の
違
い
も
存
す
る
よ
う
で

あ
る
が
、
八
新
校
正
Ｖ
の
選
択
・
指
摘
は
極
め
て
当
を
得
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
林
億
ら
に
よ
る
北
宋
の
医
書
校
勘
作
業
の
優
秀
さ
を
物

語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
思
想
研
究
科
）
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